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ことを目標とした．BIOMOD は世界各地から学部学生が集まる．参加チームは 10 分間のプレゼンテ
ーションを会場で行い，さらに YouTube ビデオ，研究内容をまとめた web ページを期限までに作成







4 月  チーム結成 
5 月  アイデア出し 
6,7 月 実験方法，理論構築，web ページ（国内大会版）作成 
8 月  実験開始，web ページ（国内大会版）完成 
8 月末 BIOMOD 国内大会＠大阪大学 
様式６ 
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9,10 月 実験 









 ①ナノスケールロボットの構造を決定し，cadnano というソフトウェアを用いて設計，DNA を発
注する． 
 ②DNA が目標とする構造体にうまく組みあがっていくような条件を探す． 
 ③条件が決まった後，実際に構造体が出来上がったか AFM を用いて観察する． 


























結果，材料となる DNA を 12 時間，55℃で温めることでうまく構造体を構成できるのではないかと
仮説を立て実験を行ったところうまく構造体ができているようだった．よってその条件で作った構造
体を AFM で観察し構造体ができているかの確認を行った．以下に AFM の画像を添付する． 
 




















図 4 FRET の実験結果 
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